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対象は敏襲腫大型胃炎患者 8 名， ~.披嬰腫大を認めない有症状患者13名。上部消化管造影において最大敏襲幅が 5mm
を超えるものを搬袋の腫大とした。へリコパクター・ピロリ感染の診断は内視鏡時の生検組織を用いた培養およびウ
レアーゼ・テストにより行し、敏紫腫大型胃炎患者 8 名全員，敏袋!盟大を認めない患者13名中 5 名においてへリコパク
ター・ピロリ陽性であった。胃粘膜の炎症細胞浸潤は，単核球・多形核球の評価に加えて，抗 CD-68 抗体を用いた免
疫染色を行いマクロブアージ浸潤を評価した。胃体部の粘膜厚および腺筒上皮部厚は画像解析装置を用いて計測し
た。胃体部粘膜の k皮細胞増殖は抗 PCNA 抗体を用いた免疫染色を行しh 腺頚部上皮細胞数に対する PCNA 陽性上皮
細胞数の比率をラベリング・インデックスとして計測した。百体部粘膜におけるトランスフォーミンク?増殖因子一α お











d) 肝細胞増殖因子のメッセンジャー RNA は高値であったが，トランスフォーミング増殖因子 α のメッセンジャ
~RNA 量には有意差を認めなかった。

















本研究では，敏褒腫大型胃炎の全例に Helicobacter pylori 感染を認め，胃体部粘膜の上皮細胞増殖が充進し，腺寓
上皮過形成が生じていることを示した。また，胃体部粘膜の interleukin-1β(IL-1β) の産生分泌の充進およびそれを
介する hepatocyte growth factor (HGF) の産生分泌が充進していることを明らかにした。さらに， Helicobacter pylori 
の除菌により IL-1ß ， HGF の産生分泌が減少し，これと平行して上皮細胞増殖や腺寓上皮過形成，敏襲の腫大が軽減
することを示した。すなわち，敏襲腫大型胃炎における胃体部粘膜の上皮細胞増殖充進，腺寓上皮過形成および敏襲
腫大に， Helicobacter pylori 感染を基盤とした IL-1β の産生分泌充進およびそれを介する HGF の産生分泌充進が重
要な役割を果たしていることを明らかにした。
本研究は，敏褒腫大型胃炎における腫大敏褒形成の機序を示したのみならず， Helicobacter pylori 感染， cytokine 
分泌，増殖因子産生および粘膜増殖の相互の間に密接な関係が存在することを示した最初の知見であり，胃癌発症の
機序を解明していくうえにおいても貢献するところは大きいと考えられる。よって，学位に値するものと考えられる。
